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SYNOPSIS: A laser heterodyne detection systei is designed to obtain e苫peri丑ental

paraieters which are useful for construction of an infrared interferometer.

I nstrumental parameters which affect the interference signal are also examined.

C O2　レーザーを用いた赤外ヘテロダイン干渉計製作をするために行うテスト実験の方法について

報告するo　実験はFig.1に示したような構成で行う｡ 2台のC O2レーザーの一方の出力光を遠方

の散乱体に照射し､その散乱光を距離Lだけ離れたA, B　　　点において瀦定する｡その際､他方

のC O2レーザーをロ-奇ルオシレ一夕ーとしてヘテロダイン法により検出し干渉億号を横瀬する｡

いま､散乱体として速度甘で移敢する物体

を用いるとすれば､散乱光中にはy/C　だけ

ド､ソアラーシフトした成分が含まれている.

もし2台のレーザー発振周波数の差が△γ

であれば､散乱光から得られるヘテロダイ

ン信号は△γ± (V/C) γの周波数成分を持

っ　て　いるo

そこで観測点A. B間の距舟を変化させ

ると､ヘテロダイ　ン信号間に生ずる位相差

からA, B各点における散乱光の液面の形

状を反映した信号が得られる..つぎに､そ

れらの大きさの程度を考えてみよう｡

いまー　散乱光がレーサー照射点を中心と

し　た単純な球面波と仮定する｡ A点と照射

点との距離をR､ A B間の距離をLとする

と､

C O2　レーザー　1

C O2　レーザー　　2　　γ±Aγ
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叱路寿　△Rは　△R e/2ー　　　　FIG.1　E xperiiental arrangeaent for infrared

interfere舟etry

ただしt　6　-L/R
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R　- 1 0m､　L 1 0 cp　とすると､

1 0　ことなり､ △R　　5　X 1 0

とcmすなわち､レーザーの半波長

A//2のユ　0　0倍となる｡ A B閣の

距離の変化約1cIにおいて1 Oフぴ

ンジ程度が観測されることになる｡

このとき検出器の貿光面は十分に小

さいと仮定しなければならない｡

距離Rをもっと大きくとればA 8

間の距離の変化に相応するフリンジ

数は減少するが､受光素子への怒費

か小さくなるから検出器の効率との

ti
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FIG.2　Illustration of wave front and

optical path difference at two points

かねあいが大きな間者となる｡また､

辛裾レノズ系を用いることもその開口径内での瀕面の賓化が生ずるということになり不適当である｡

従って､遠方の散乱体からの微弱な散乱雅を効率よくヘテロダイン梓出しど-ト唐号を得るための

素子か必要な条件となる｡

この実験はー　ヘテロダイン検出器の作製に村する二つの碁本的間瀬､つまり

( i )いかに草子効率の高いミキサー常子が得られるか､

( 2 )ヘテロダイン検出信号間の相関を計潤する最適な手法は何か､

に柑する答えを求めようとするものである｡
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